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　　弊社は、「水をテーマに」をポリシーとする環境企業です。「水リスク」を起点とし「水の

　　大切さをもっと認識して頂けるよう装置を媒体として、社会貢献に取り組んでいます。

　　その一環として、『リーチフィルター』を開発致しました。本装置は、先進国、途上国を

　　問わず世界各地で普及している水処理分野の伝統的かつ主流の技術である砂ろ過

　　機を高度に発展させた装置です。これまで世界中で採用されてきたあらゆる砂ろ過方

　　式は、油脂、有機物等の洗浄が不完全なため、短期間で砂が固化し、浄水機能が低

　　下する上、頻繁なろ材交換も必要でした。同じく活性炭吸着装置の活性炭も「固化」

　　という問題を抱え深刻な状況にあります。当初から「水循環社会」を」見据え、排水の

　　「再利用」にも取り組み、「砂」本来の機能を発揮させようと開発された製品である

　　『リーチフィルター』の高度な洗浄能力である「水+マイクロバブル洗浄」を活性炭吸着

　　装置へ応用し活性炭の交換頻度の延命化対策も実現できました。

　　

　　また、途上国での運用の観点から重要となる、装置の「機能性」「経済性」「運用・維持

　　管理の容易性」の３点に対応する、製品の特長と効果が認められ、ＪＩＣＡのインド国に

　　おける支援活動である「小規模浄水装置による公共水道の拡張支援事業」の認定も

　　受け、活動しました。

今後も、水をテーマに資源を守る活動をしていきます。

≪ ＪＩＣＡ支援事業 『小規模浄水装置による公共水道の拡張支援事業』レポートより　Ｉｎ インド国　≫



自然の力。自然のろ過力。「砂」本来の浄化性能を最大限に。
　「リーチフィルター」は、安定したろ過水を継続的に供給することを使命とし、常にフレッシュな

ろ材状態を維持するための「マイクロバブル洗浄機構」を備えた砂ろ過装置です。また、本装置は、

ろ過機本体部とポンプ・ブロア・バルブ類・制御盤からなるドライブユニット部で構成されており、

既設更新時のプランには最適なコンパクト設計になっています。尚、ろ材洗浄時の洗浄水は

原水流用のため外部洗浄設備が不要になり、省スペースとコストダウンが計れます。

１、ゼロエミションが実現 ２、安定した処理水質！

特許取得済み洗浄方法（水+マイクロバブル ろ材交換せずして、常にこの水質をキープ！

洗浄）により、常にキレイなろ材状態。

３、可視化が可能 ４、コンパクト設計

大きな点検窓を設け、ろ過中及び洗浄時も オールインワンパッケージを実現。逆洗水槽も

ろ材状況の目視確認が可能。 不要（洗浄時、自浄作用で原水を洗浄水利用）

逆洗水の流速

　　水+マイクロバブル洗浄

　　原水洗浄

ろ過方式

使用ろ材

ろ材洗浄方式

洗浄用水

　　珪砂（粒径：０．６㎜）

　　従来品の３０倍

　　全層流動式、独自の斜層形成砂層形式

ろ　　層

　　重力式下向流式

　　単層形式

砂ろ過装置 リーチフィルター

【砂ろ過装置仕様】

ここに注目！砂ろ過装置 ＲＦＥ型

未使用 ３年間使用

■ろ材洗浄前 ■ろ材洗浄後



主要部品 主要機器

① ろ過槽本体 ：SUS３０４ ａ ろ過ポンプ

② 集水装置 ：SUS３０４ ｂ 揚砂ブロア

③ 集水板 ：SUS３０４ ｃ ろ過水移送弁

④ 揚砂管 ：SUS３０４ ｄ ろ過槽排水弁

⑤ 分離槽 ：SUS３０４ ｅ 集水弁

⑥ 排水トラフ ：SUS３０４ ｆ 洗浄弁

⑦ 点検窓 ：SUS３０４ ｇ 揚砂洗浄弁

⑧ ろ材 ：硅砂

＜ろ過通水待機フロー＞＜ろ過通水工程フロー＞

＜逆洗工程①：マイクロバブル洗浄工程フロー＞ ＜逆洗工程②：水+マイクロバブル洗浄工程フロー＞

集水槽

点検窓

集水板

揚砂管

ろ過槽本体

ろ材抜取弁

洗浄排水トラフ

分離槽

【砂ろ過装置 構造】

【砂ろ過装置フロー図】

揚砂水弁

集水弁

集水洗浄弁 ろ過水移送弁

原水流入

洗浄排水

ろ過槽
排水弁

ろ過槽排水

Ｍ

Ｈ

Ｌ

揚砂ブロア

ろ過ポンプ

ろ過水揚砂水弁

集水弁

集水洗浄弁 ろ過水移送弁

原水流入

洗浄排水

ろ過槽
排水弁

ろ過槽排水

Ｍ

Ｈ

Ｌ

揚砂ブロア

ろ過ポンプ

ろ過水

揚砂水弁

集水弁

集水洗浄弁 ろ過水移送弁

原水流入

ろ過槽
排水弁

ろ過槽排水

Ｍ

Ｌ

揚砂ブロア

ろ過ポンプ

ろ過水 揚砂水弁

集水弁

集水洗浄弁 ろ過水移送弁

原水流入

ろ過槽
排水弁

ろ過槽排水

揚砂ブロア

ろ過ポンプ

ろ過水

Ｌ



①エマルジョン排水処理（界面活性剤・乳化剤含有）

②クーリングタワー循環濁度除去

③簡易水道除鉄・除マンガン除去

本装置は砂層が傾斜形成されており、底部に集砂できる構造。強力な

エアリフトにより全てのろ材を完全洗浄。

強力な「水+マイクロバブル洗浄」により、ろ材砂の表面に付着したＳＳの剥離、

によってマッドボールの発生も皆無。

上記の結果、

①処理水の安定化 ②ろ材の交換が不要⇒ＣＯ２削減にも貢献

１

２

３

装置名 導入メリット

砂ろ過装置
リーチフィルター

ＲＦＥ型

ユースポイントへ

添加薬剤

メッシュ

リーチフィルター

【砂ろ過装置 参考事例集】

エマルジョン

排水

希硫酸

ｴﾏﾙｼﾞｮﾝﾌﾞﾚｰｶ

NaOH

NaOH

pH調整剤

油水

分離

調整槽 好気

処理

PAC
ﾎﾟﾘﾏｰ

リーチフィルターリーチフィルター

活性炭吸着装置

NaClO
逆洗排水

監視槽 放流槽

逆洗排水

原水

沈砂槽

ｽｸﾘｰﾝ

PAC

反応槽凝集槽

沈降槽

NaClO

除濁ろ過

⇒RFE

脱THM・脱塩素

⇒RFC

逆洗排水

NaClO

処理水槽



１，２００×２，６００×２，４００

２，０００×３，５００×３，２５０

３，２００

３．７

７．４

９．２

１３．０

１３．０

２，３００×３，８００×３，８５０

２１，０００

２,６００×３，８００×４，１５０

２８，０００

＜８００m３／日
（３３.３m３／時）

＜１２００m３／日
（５０.０m３／時）

８，０００

１，６００×２，８００×３，０００

最大処理量
（清水として）

＜１６００m３／日
（６６.６m３／時）

＜２０００m３／日
（８３.３m３／時）

ＲＦＥ－１０００

ＲＦＥ－１５００

ＲＦＥ－２０００

ＲＦＥ－２５００

１６，０００

ＲＦＥ－　５００

型　　式
ユニット動力

ｋＷ

2．25

概略寸法(㎜）：AΦ×H×L

概略運転重量(㎏)

１，０００×２，２００×２，０５０

＜４００m３／日
（1６.６m３／時） ５，０００

＜２４０m３／日
（10.0m３／時）

ＲＦＥ－　３００

【砂ろ過装置寸法表】



　ロングライフとリサイクルを合言葉に。
「粒状活性炭吸着装置・リーチフィルター」は、活性炭の吸着環境を整え、再生炭の活用化を推進

することにより、限り有る資源の有効利用を実現させた環境にやさしい装置です。従来の装置では、

システム機能を完全装備し、安定した水質の処理水供給はもとより、活性炭のライフサイクル

の大幅低減、再生炭活用の推進を実現させました。また、砂ろ過装置リーチフィルターとの併用で、

水道基準をクリアした処理用水の供給も可能にしました！

１、脱炭素化時代に大きく貢献！ ２、不陸現象を解消！

活性炭の交換頻度を減らし、ＣＯ２削減。 支持砂利を使用せず、

水とエアバブル洗浄が大きく貢献。 弊社独自の集水板を。

使用。よって吸着の

短絡現象を解消

３、可視化が可能 ４、コンパクト設計

大きな点検窓を設け、通水中及び洗浄時も オールインワンパッケージを実現。処理水の

活性炭状況の目視確認が可能。 送水ポンプも装備。

　　原水洗浄

吸着層

ろ材洗浄方式

洗浄用水

　　粒状活性炭

　　単層形式

　　水+エアバブル洗浄

網羅できなかった、投入時の新炭洗浄はもとより、運転中の中間洗浄もしっかりとできるトータ

使用吸着材

　　重力式下向流式吸着方式

【活性炭吸着装置仕様】

活性炭吸着装置 リーチフィルター

ここに注目！粒状活性炭吸着装置 ＲＦＣ型

点検窓：□600×600

集水槽

集水板



※圧力式はSS400にゴムライニングの場合で面前配管+ﾎﾟﾝﾌﾟ＋制御盤(逆洗水槽除く)

※RFCはSUS304+エポキシ塗装、オールインパッケージ。

年間ランニングコスト(千円)

イニシャルコスト(千円)

イニシャル差回収(年)

6,000

CO2ガス年間削減量(kg)

ＲＦＣ

　　一般圧力式：逆洗15min+ろ過排水15min

　　RFC：洗浄13min＋ﾌﾞﾛｱ13min＋ろ過排水60min

　　25.89kgCO2/LAC

　　29.42kgCO2/LAC

削減率(％)

49.3

－

－

49.0

差　益

4,415

86,604

4,513

9,000

90,134

圧力式

8,928

3,000

１．４

176,738

　　5m3/h(逆洗・工事以外は年中稼働)/SV：5h

　　COD：30～35mg/L⇒ 25mg/L

　　圧力式：12回/年(毎月交換)

　　RFC交換：6回/年(2月交換)

　　25円/kwh

　　700円/kg

　　原料炭2.596kgCO2/kg

　　ガソリン2.322kgCO2/L
　単位CO2ガス排出量

　新炭生産時活性炭換算

　再生炭生産時換算係数

　処理量

　除去対象

　活性炭交換

　洗　　浄

　電力単価

　活性炭単価

【年間ランニングコスト・環境負荷比較】

【諸 元】

原 高度処理水



主要部品 主要機器

① ろ過槽本体 ：SUS３０４ ａ ろ過ポンプ

② 集水装置 ：SUS３０４ ｂ 揚水ブロア

③ 集水板 ：SUS３０４ ｃ

④ 揚砂管 ：SUS３０４ ｄ

⑤ 分離槽 ：SUS３０４ ｅ

⑥ 排水トラフ ：SUS３０４ ｆ 集水弁

⑦ 点検窓 ：SUS３０４ ｇ 洗浄弁

⑧ ろ材 ：活性炭

ろ過水移送弁

ろ過水排水弁

ろ過槽排水弁

＜吸着通水工程フロー＞

＜逆洗工程②：水+エアバブル洗浄工程フロー＞＜逆洗工程①：エアバブル洗浄工程フロー＞

＜通水待機フロー＞

洗浄排水トラフ

分離槽

点検窓

集水槽

集水板
ろ材抜取弁

ろ過槽本体

揚水管

集水槽

集水板

Ｍ

Ｌ

揚砂ブロア

原水流入

洗浄排水

集水洗浄弁Ｌ

集水洗浄弁Ｒ

集水弁Ｒ

集水弁Ｌ

ろ過水排水弁

ろ過水排水

ろ過水移送弁

ろ過水

ろ過ポンプ

原水流入

揚砂ブロア

集水洗浄弁Ｌ

集水洗浄弁Ｒ

集水弁Ｒ

集水弁Ｌ

ろ過ポンプ

ろ過水

ろ過水移送弁

ろ過水排水

ろ過水排水弁

洗浄排水

Ｈ

Ｍ

Ｌ

集水弁Ｒ

原水流入

揚砂ブロア

洗浄排水

集水洗浄弁Ｌ

集水洗浄弁Ｒ

集水弁Ｌ

ろ過ポンプ

ろ過水

ろ過水移送弁

ろ過水排水弁

ろ過水排水

Ｈ

Ｍ

Ｌ

集水弁Ｒ

原水流入

揚砂ブロア

洗浄排水

集水洗浄弁Ｌ

集水洗浄弁Ｒ

集水弁Ｌ

ろ過ポンプ

ろ過水

ろ過水移送弁

ろ過水排水

ろ過水排水弁

【活性炭吸着装置 構造】

【活性炭吸着装置フロー図】



①畜産排水処理

②醤油工場色度除去排水

③リグニン含有排水処理

強力な「水+エアバブルのＷ洗浄」により、活性炭表面のマイクロ、メソ康孔等に付着

した有機物の剥離が可能。

上記の結果、活性炭内部のミクロ、サブミクロン孔まで有効活用が可能となり、小さな

分子量の有機物の吸着効率もアップ。

活性炭の交換頻度の低下が可能となり、

①ランニングコストの削減 ②ＣＯ２削減

活性炭吸着装置
リーチフィルター

ＲＦＣ型

１

２

３

装置名 導入メリット

B

【活性炭吸着装置 参考事例集】

原水

pH調整剤①
pH調整剤②

ﾎﾟﾘﾏｰ
FeCl3

ｽｸﾘｰﾝ

調整槽 A2O

pH調整剤③

MBR処理

リーチフィルター

活性炭吸着装置

NaClO
逆洗排水

監視槽放流槽

MBR処理水

既設原水槽

希硫酸酸析

リーチフィルター

活性炭吸着装置

NaOH中和

既設

監視槽
既設

放流槽

逆洗排水

ﾘｸﾞﾆﾝ

含有排水

希硫酸
PAC

ﾎﾟﾘﾏｰ②

ﾎﾟﾘﾏｰ①

ﾎﾟﾘﾏｰ②

リーチフィルター

活性炭吸着装置

NaOH 逆洗排水

pH調整槽 放流槽



※処理水量：ＳＶ＝５ｈ、ＬＶ＝６．３７ｍ／ｈとして（ＳＶ値変更により、処理水量は異なります）

７．４

１７，５００

１，８００×３，６００×３，１００

１３，５００

２，０００×４，０００×３，６００

５，０００ℓ以下

７．４
８，０００ℓ以下

４０．０以下

２５．０以下

１４，０００ℓ以下 ２，６００×５，０００×４，７００
１１．０

７０．０以下 ３３，０００

処理水量(m3/h)＊

１，０００ℓ以下

５．０以下

２，０００ℓ以下

１０．０以下

３，０００ℓ以下

１５．０以下

１，５００×３，２００×２，５５０

９，０００

最大充填量 概略寸法（㎜）：AΦ×H×L

概略運転重量(㎏)

１,０００×２，９００×２，０００

５，０００

１,２００×３，２００×２，２５０

６，５００

ユニット動力

ｋＷ

１．５

３．０

４．４

ＲＦＣ－１４０００

型　　式

ＲＦＣ－　１０００

ＲＦＣ－２０００

ＲＦＣ－３０００

ＲＦＣ－５０００

ＲＦＣ－８０００

【活性炭吸着装置寸法表】



m3／日 m3／時

ＳＳ ㎎／L

その他

ＳＳ ㎎／L

m3／日 m3／時

ＣＯＤ ㎎／L

その他

ＣＯＤ ㎎／L

　

本　　　　社　〒140－0013　東京都品川区南大井6－24－6ﾀﾞｲﾄｰﾋﾞﾙ

Tel．03(3762)1511　Fax．03(3766)2034

大阪営業所  〒531－0071　大阪市北区中津1－11－8　中津旭ﾋﾞﾙ

Tel．06(6359)0381　Fax．06(6359)0380

ここに記載されている内容は、製品についての情報提供を目的としています。必ずしも保証品質として記述していない部分も

含んでいますので、ご注文に際してはご確認ください。また、内容を訂正する場合がありますのでご了承ください。

原水の種類

その他

選
定
条
件

選
定
条
件

目標水質

処理水量

砂
ろ
過
装
置

会社名

担当者名

部署名

処理水量

原水の種類

原水濃度

ご連絡先

ＴＥＬ：

ＦＡＸ：

Ｅ-Ｍａｉｌ：

原水濃度

目標水質

その他

活
性
炭
吸
着
装
置

その他
要望事項

詳細はﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞまで

私達は、

ウォータープロジェクト

参加企業です。

【機種選定シート】

高分子凝集剤ネットスクリーンベルト走行式自動除塵機 粉末活性炭供給機
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